
国内で、2024年11月に発生が確認されました。
ランピースキン病は、ランピースキン病ウイルスによる牛の

伝染病で、届出伝染病に指定されています。
主に、蚊・ハエ・ダニの媒介による機械的伝搬や、感染した
牛の移動により感染が拡大します。感染した牛は全身の皮膚の
結節や水腫、発熱、泌乳量の減少などの症状を呈し、生産性に
影響を及ぼします。

国内でランピースキン病が発生しました
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感染したときの症状

ランピースキン病の侵入防止対策

【症状】
全身の皮膚結節
泌乳量の低下
発熱、鼻汁など

【対策】
発症牛の隔離
移動の自粛又は淘汰
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